
２ みどりの食料システム戦略

(1) 対象地域の現状（みどりの食料システム戦略）

ア 環境負荷の低減

・資材価格高騰を背景に、経営安定化のため化学肥料や化学農薬の削減を志向する農業者が増

加している。

・みどり認定は38件（令和８年１月現在）。YES!cleanには15の生産集団が登録されている（作

型等による重複あり、十勝総合振興局「2025十勝の農業」）。

・有機農業取組状況について、有機JAS認証数は79件（農水省HPより抜粋、令和７年11月現在、

作型等による重複あり）。地域の有機農業者ネットワーク組織として、十勝総合振興局農務

課と農業改良普及センターで有機農業者相互の情報共有、相談窓口や関係機関との連携を目

的とした「とかちオーガニック振興会」を運営している。

イ 家畜糞尿由来有機物の活用

・十勝管内にはバイオガスプラント（以下、BGP）48基が稼働しており（十勝総合振興局

「2024十勝の農業」）、全道有数の導入地帯である。BGPは家畜糞尿処理において一般的な堆

肥よりもメタン等温室効果ガス発生が少なく、副産物である消化液をほ場に散布する際の悪

臭も少ないため、環境や周辺住民の生活に配慮した持続的な営農活動に資する特徴を持つ。

一方で、有機肥料として地域内循環を前提とした消化液について、耕種ほ場における活用は

限定的で、BGPを運用する酪農畜産農場では消化液の処理に苦慮している現状がある。

ウ 気象変動への適応

・近年、夏期を中心に気温が上昇しており、また小雨など様々な気象の変動が見られ、作物生

育や家畜の生産に影響が出ている。

・畜産では、乳牛の夏期の乳生産低下、繁殖成績の低下が見られる。また牧草、特に基幹草種

であるチモシーに夏枯れが見られ、収量・品質の低下や草地植生の悪化が問題となっている。

・耕種作物では、ばれいしょの低ライマン価、てん菜の糖度低下および小豆の外観品質の低下

が見られる。



(2) 改善方向と対策（みどりの食料システム戦略）

ア 環境負荷の低減

・施肥適正化の技術確立の支援に係る事例の収集・発信

・スマート農業技術を活用した減肥、可変施肥の支援に係る事例の収集・発信

イ 家畜糞尿由来有機物の活用

・BGP消化液の畑作物ほ場での利用促進に係る事例の収集・発信

ウ 気象変動への適応

・牧草の夏枯れ対策、乳牛暑熱対策の促進に係る事例の収集・発信

・気象変動に適応する栽培技術の導入の促進に係る事例の収集・発信

・BS資材の検討と活用に係る事例の収集・発信



(3) 推進事項

推進事項 みどりの食料システム戦略

みどりの食料システム戦略（みどり戦略）実現に向けた農業者支援

主な活動目標 ・環境保全型農業取組の推進

Ｒ８(計画) ・みどり戦略に係る地域取組事例の収集と共有
活

Ｒ９(計画) ・農業者のみどり戦略について理解の促進支援
動

Ｒ10(計画) ・みどり戦略を活用した農業者の課題解決支援
年

Ｒ11(計画) ・みどり戦略を活用した農業者の課題解決支援
次

Ｒ12(計画) ・みどり戦略に係る課題解決事例の発信



(4) 具体的推進計画（みどりの食料システム戦略）

ア みどり戦略実現に向けた農業者支援

活動項目 支援 活動内容と方法 担当者 連携

対象 （何を、どのようにするのか） 機関

・みどり戦略実現に向 みどり戦略 ①みどり戦略に係る管内事例 森主査

けた農業者支援 取組志向農 の収集・共有 若杉主普

業者 元木専普

橋下専普

寺西係長

黒川係長

今野主査

田中専普


